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観光庁 Next Tourism Seminar 2024
DXセミナー



▲箱根温泉DX推進コンソーシアム事業報告の様子 ▲トークセッションの様子

▲箱根事業に携わってくださった皆様
（観光庁、事務局NTT、箱根コンソーシアムメンバー）

令和5年度「事業者間・地域間におけるデータ連携等を通じた観光地域経済活性化実証事業」
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目指す姿
旅行者にとって必要不可欠な情報の提供による「旅マエ・旅ナカにおける快適な周遊」
を実現することで、旅行者の満足度を向上し、観光消費を維持向上を目指す。

取組方向性1

取組方向性2

取組方向性3

交通渋滞や火山防災等固有の課題に向き合い、多彩な観光コンテンツを
活用した周遊性の向上を図る。

公共交通の世界標準フォーマットと連携しやすく、観光施設の多言語化も
容易に対応できるGoogle機能を活用し、情報発信を進める。

これまでの箱根DMOのマーケティングや観光DXへの取り組みを持続・集約
し、これらの観光情報のオープン化により、他の地域や業種・業態ともつな
がり合える環境を提供することで、国内外に示す「新たな観光地の在り方」
を創出する。

地域の課題
多彩な観光コンテンツや、周遊を促すインフラが充実しているが、東京・神奈川の近郊
から車での旅行者が多く、交通渋滞が慢性化。

令和5年度「事業者間・地域間におけるデータ連携等を通じた観光地域経済活性化実証事業」



令和5年度「事業者間・地域間におけるデータ連携等を通じた観光地域経済活性化実証事業」
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※URL : https://map-hakone.staynavi.direct/

サクサク動くデジタルマップによってさまざまな混雑状況を可視化して、
観光客と住民や事業者の様々な「不（不便、不安、不満）」を解消

令和5年度「事業者間・地域間におけるデータ連携等を通じた観光地域経済活性化実証事業」
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箱根観光デジタルマップの構築、運用により、箱根地域への周遊が促進でき、以下の表のように
旅行者の消費拡大につながる行動変容（周遊ルート検索、飲食店予約、クーポン利用等）が見られた。

令和5年度「事業者間・地域間におけるデータ連携等を通じた観光地域経済活性化実証事業」



出典：日本経済新聞、トラベルボイス、PRTIMES、神奈川新聞

https://prtimes.jp/story/detail/xGzXX5TaL3B



令和5年度「事業者間・地域間におけるデータ連携等を通じた観光地域経済活性化実証事業」

・活用促進に向けては箱根の各組織、宿泊施設、飲食店役100店舗の協力により、ポップの配布やリーフレッ
トの設置を行い、旅ナカでの周知効果を高めている。
・もちろん英語版も用意。



令和5年度「事業者間・地域間におけるデータ連携等を通じた観光地域経済活性化実証事業」

活用促進に向けては箱根の各組織、宿泊施設、飲食店の協力を経てHPなどで広報。インフルエンサーのSNS
投稿、キャンペーンなども実施。令和6年度にも継続していく。



よく聞かれること

• 何にいくらお金がかかったか？
• その後の運用成果はどうか？
• 関係事業者や地域ステークホルダーとの合意形成はどうやったのか？

そもそも、何のためのDXなのか
なぜこういうことが必要なのか
という議論ができているのかな？

令和5年度「事業者間・地域間におけるデータ連携等を通じた観光地域経済活性化実証事業」
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・誘客宣伝PRをやるだけでなく、地域の課題を明確にして取り組み、
PDCA（PLAN→DO→CHECK→ACTION）を回していく

・そのために実情を知るためのマーケティングと手段としてのDXが必要

2018年12月観光庁「DMO登録法人」として認定

箱根DMOは「観光地そのものを経営する視点」のもと
「官民一体ALL箱根」の構造で
箱根町の観光経済を拡大発展させることを使命とする

MISSION
使命

箱根DMO 自己紹介



そもそも、なぜこういうことが必要なのかという地に足の着いた議論

箱根DMO戦略推進委員会
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箱根ブランド力UPに向けて、多くのステークホルダーがいる箱根町の中で、箱根町と箱根DMOが官民一体となり、
「ALL箱根」での役割分担により、箱根町全体の戦略と各地域と企業戦略に沿って成果を出していく。

箱根DMO
戦略推進

委員会

箱根町

行政 交通

事業者

宿泊

事業者

飲食店

土産物店

商工

会議所

旅館協同
組合

サステナ

事業者

美術館

各社

各地域観
光協会

■官民一体の取組みをDMOが縁の下で支える



■各プロジェクト体制は民間・行政・DMOから幅広く人財をアサイン

敬称略・順不同

民間■、行政■、DMO■

プロジェクト名
プロジェクト
リーダー

メンバー（戦略推進委員） 箱根町職員
事務局

箱根町観光協会

人材対策

小川 尊也
（箱根温泉旅館協同組
合）

国枝 大輔
（小田急リゾーツ）

内田 信也
（小田原箱根商工
会議所）

中嶋 順
(箱根プロモー
ションフォーラ
ム）

越地 良吾
（富士屋ホテ
ル）

古谷 龍一
（観光課産業振
興係長）

稲葉 あゆみ
（観光課産業振興
係）

★大石 ひろ美 村田 佳奈子

防災対策

★太田 明宏
（宮ノ下観光協会）

国枝 大輔
（小田急リゾーツ）

桐谷 高史
（強羅観光協会）

内田 信也
（小田原箱根商
工会議所）

中嶋 順
(箱根プロモー
ションフォーラ
ム）

又木 徹司
（総務防災危機
管理官）

佐藤 翔
（総務防災課）

★佐藤 正毅 水野 優里

福住 貴文
（箱根温泉旅館ホテ
ル協同組合）

窪澤 圭
（仙石原観光協
会）

オーバーツーリズム未然防止

※交通インフラ カーシェア

★佐藤 守
（箱根DMO)

渡辺 美希
（小田急箱根）

津田 豪
（伊豆箱根鉄道）

越地 良吾
（富士屋ホテ
ル）

保坂 喜与寅
（箱根温泉旅館
協同組合）

多田 直人
（観光副課長）

松島 基樹
（町民課副課長）

辻満 陵一
（財務課副課
長）

★佐藤 正毅 水野 優里

松島 基樹
（町民課副課
長）

湯浅 誠
（環境課副課長）

小田 滋朗
（都市整備課蘇
飛計画係長）

★水野 優里 村田 佳奈子

ユニバーサルツーリズム

★澤村 吉之
(箱根湯本観光協会）

金子 森
(箱根町箱根観光協
会）

小川 尊也
（箱根温泉旅館協
同組合）

渡辺 美希
（小田急箱根）

中村 謙介
（福祉課副課
長）

鈴木 貴子
（観光課観光係
長）

★佐藤 正毅 水野 優里

サステナブルツーリズム

★金子 森
（箱根箱根観光協会）

田中 太郎
（藤田観光）

鈴木 教仁
（芦ノ湖芦之湯地
区観光連絡協議
会）

鈴木 剛之
（プリンスホテ
ル）

渡辺 美希
（小田急箱根）

杉山 公彦
（企画課副課
長）

鈴木 貴子
（観光課観光係
長）

★日比谷 一

志

佐藤 正毅

観光ＤＸ

★原 洋平
（オブザーバー）

田中 太郎
（藤田観光）

内田 信也
（小田原箱根商工
会議所）

稲葉 潤
（小田原箱根商
工会議所）

佐藤 守
（箱根DMO)

多田 直人
（観光副課長）

山本 拓平
（DX）推進室長）

金子 英寛
（観光課観光
係）

★鈴木 由佳 村田 佳奈子

※その他「マーケティング」「ガイド育成」「旅マエ目的」「インバウンド」「ゼロエミッション」など
前年以前にプロジェクトで進めていたものの継続はルーティンとしてDMO内で推進している。



■各プロジェクト体制は民間・行政・DMOから幅広く人財をアサイン

敬称略・順不同

民間■、行政■、DMO■

プロジェクト名
プロジェクト
リーダー

メンバー（戦略推進委員） 箱根町職員
事務局

箱根町観光協会

オーバーツーリズム

※交通インフラ

★佐藤 守
（箱根DMO)

渡辺 美希
（小田急箱根）

津田 豪
（伊豆箱根鉄道）

越地 良吾
（富士屋ホテ
ル）

保坂 喜与寅
（箱根温泉旅館
協同組合）

多田 直人
（観光副課長）

松島 基樹
（町民課副課長）

辻満 陵一
（財務課副課
長）

★佐藤 正毅 水野 優里

松島 基樹
（町民課副課
長）

湯浅 誠
（環境課副課長）

小田 滋朗
（都市整備課蘇
飛計画係長）

★水野 優里 村田 佳奈子

観光ＤＸ
★原 洋平
（オブザーバー）

田中 太郎
（藤田観光）

内田 信也
（小田原箱根商工
会議所）

稲葉 潤
（小田原箱根商
工会議所）

佐藤 守
（箱根DMO)

多田 直人
（観光副課長）

山本 拓平
（DX）推進室長）

金子 英寛
（観光課観光
係）

★鈴木 由佳 村田 佳奈子

令和5年度「事業者間・地域間におけるデータ連携等を通じた観光地域経済活
性化実証事業」に手上げする際には、このプロジェクトで議論して、理事会評

議員会（官民ほぼすべてのステークホルダが入っている）で報告、承認
住民の皆様には箱根観光カンファレンス（３月）で共有

https://youtu.be/f5qYFzq6vH8?si=9h9StbPuxEUkzTJV
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令和5年度「事業者間・地域間におけるデータ連携等を通じた観光地域経済活性化実証事業」

実施主体

箱根温泉DX推進コンソーシアム

代表団体／企業 箱根DMO(一般財団法人 箱根町観光協会）

コンソーシアム名



■箱根町（神奈川県足柄下郡） 人口11,000人に年間2000万人が来訪し、
2900億円の観光経済消費を誇る国立公園火山観光地

町長 勝俣浩
行



■「観光＋環境保全＋火山防災」のバランスが必要

箱根

ブランド
UP

観光振興

自然環境

保全利活用

火山災害

防災



■東京から一番近い温泉観光地「箱根」 ■インバウンドゲストにとっては
日本で一番最初の温泉観光地！？



そもそも、なぜこういうことが必要なのかという地に足の着いた議論



■観光入込は例年では約2000万人。コロナ後インバウンドが回復基調

単位：万人（1月～12月の集計） 単位：万人（1月～12月の集計）

4万人

日帰り
1391万人

観光入込
1736万人

宿泊
345万人

箱根町観光入込調査より

59.6万人

箱根町観光入込数 箱根町 外国人宿泊込数
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箱根町観光案内所訪日外国人利用実績

■2018年 年間■2024年4月実績

欧米豪：小規模、高単価で催行日数が長いのが特徴。欧米を中心にインセンティ
ブ旅行の企画・演出を専門に行う旅行関連事業者も多く存在する。 

欧米豪が中心



■2次元バーコードアンケートで年間7500サンプルを取得 2023年1月ｰ12月
箱根観光診断書データ

40代以下約70％

東京神奈川で約67％



■リアルタイムのアンケートから地域の課題を設定して取り組む 2023年1月ｰ12月
箱根観光診断書データ



横浜国道事務所管轄情報板
【箱根新道山崎旧料金所付近】

小田原土木センター管轄情報板
【函嶺洞門】
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■混雑緩和には、ここ6年、官民一体ALL箱根で取り組んできていた

出展：googleMAP
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■データを活用した観光DXを推進

観光事業者が経営に必要なマーケティングデー
タや需要予測などを、LINEを活用して簡単に
情報取得できる仕組みを構築。施設のシフト調
整や先の経営見通しを立てることに活用。



よく聞かれること

• 何にいくらお金がかかったか？
• その後の運用成果はどうか？
• 関係事業者や地域ステークホルダーとの合意形成はどうやったのか？

そもそも、何のためのDXなのか
なぜこういうことが必要なのか

という議論が地域でできていることが重要

令和5年度「事業者間・地域間におけるデータ連携等を通じた観光地域経済活性化実証事業」



©2024 HAKONE-DMO All Rights Reserved. CONFIDENTIAL & PROPRIETARY – May not be reproduced, disclosed or distributed without the express written permission of HAKONE-DMO.

ご清聴ありがとうございました

芦ノ湖夏祭りWEEK2024
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